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０
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元
７
１

号
に
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平
松 

健 

一 
 

赤
壁
の
現
地
に
立
つ 

下
山
さ
ん
の
主
企
画
に
よ
る
長
江
流
域

の
史
跡
探
訪
は
二
〇
〇
五
年
十
月
七
日
か

ら
十
五
日
と
い
う
、
中
高
年
に
取
っ
て
は

強
行
軍
で
あ
っ
た
が
、
行
く
と
こ
ろ
す
べ

て
が
感
動
の
連
続
で
、
小
生
に
と
っ
て
は

誠
に
意
義
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。
と
り
わ

け
十
一
日
の
赤
壁
訪
問
は
過
去
何
度
か
ト

ラ
イ
し
た
が
機
会
に
恵
ま
れ
ず
、
今
回
初

め
て
訪
問
で
き
て
、
も
う
着
く
前
か
ら
か

な
り
興
奮
し
て
い
た
。 

西
南
師
範
大
学
の
馮
金
平
教
授
が
説
明

に
加
わ
っ
て
く
れ
た
。
三
国
志
の
専
門
家

で
あ
る
と
い
う
。 

「
こ
こ
か
ら
対
岸
ま
で
川
幅
は
い
く
ら
で

す
か
」 

「
二
キ
ロ
で
す
。
広
い
と
こ
ろ
は
四
キ
ロ

あ
り
ま
す
」 

「
二
里
で
は
な
い
の
で
す
か
」 

「
二
公
里
、
す
な
わ
ち
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

で
す
」 

「
三
国
志
で
は
二
里
と
な
っ
て
い
ま
す

ね
」 

「
三
国
志
で
言
う
二
里
は
南
軍
の
船
か
ら

曹
操
の
陣
ま
で
の
距
離
で
す
。
今
で
は
約

一
キ
ロ
の
所
で
し
ょ
う
」 

「
一
キ
ロ
も
離
れ
て
い
て
は
降
伏
し
て
く

る
船
だ
と
は
判
別
出
来
な
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
」 

「
黄
蓋
が
降
伏
す
る
と
言
う
こ
と
に
つ
い

て
は
事
前
に
知
ら
せ
て
い
た
。
又
船
に
は

ど
れ
も
青
龍
の
旗
を
立
て
て
お
り
、
そ
れ

は
判
別
出
来
る
話
で
す
」 

「
そ
れ
に
し
て
も
一
キ
ロ
も
離
れ
た
と
こ

ろ
に
船
で
攻
め
入
る
と
す
る
と
、
大
変
時

間
が
か
か
り
ま
す
ね
」 

「
丁
度
折
良
く
南
東
の
風
が
吹
い
て
き
ま

し
た
。そ
れ
に
火
を
つ
け
る
と
風
を
煽
り
、

船
は
速
く
な
る
。
そ
の
上
曹
操
の
船
は
鉄

の
鎖
で
つ
な
い
で
い
た
。
す
ぐ
に
は
逃
げ

ら
れ
な
い
状
況
で
し
た
。」 

 

二 

実
地
観
測 

「
確
か
に
向
こ
う
岸
ま
で
は
二
キ
ロ
ぐ
ら

い
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
が
、
季
節
に
よ

っ
て
川
幅
は
変
わ
る
の
で
し
ょ
う
か
」 

「
こ
こ
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
ま
せ
ん
。
も

っ
と
も
雨
が
多
い
時
は
川
か
ら
あ
ふ
れ
て

あ
ち
こ
ち
に
湖
が
で
き
ま
す
。
赤
壁
の
戦

い
の
時
は
、
そ
れ
は
関
係
な
か
っ
た
よ
う

で
す
」 

「
三
国
時
代
か
ら
、
長
江
が
削
ら
れ
て
川

幅
が
広
く
な
っ
た
事
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん

か
」 

「
そ
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
」 

「
赤
壁
の
場
所
は
こ
こ
と
決
ま
っ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。
他
に
ま
だ
赤
壁
と
言
わ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
か
」 

「
実
は
説
と
し
て
は
本
当
の
赤
壁
だ
と
言

う
と
こ
ろ
が
六
カ
所
も
あ
り
ま
す
ま
す
。

し
か
し
こ
の
場
所
は
『
赤
壁
』
と
周
瑜
が

書
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
字
（
各
縦
一
．

五
米
、
幅
一
米
）
が
残
っ
て
い
る
上
に
、

周
囲
か
ら
考
古
学
的
な
も
の
が
多
く
出
土

し
、
他
の
地
域
か
ら
そ
れ
が
な
い
こ
と
か

ら
、
こ
の
地
が
赤
壁
の
戦
い
の
あ
っ
た
場

所
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
考
え
ま

す
」 現

実
に
地
図
で
縮
尺
か
ら
逆
算
し
て
み

て
も
川
幅
は
二
キ
ロ
ぐ
ら
い
は
あ
る
計
算

に
な
る
。「
邪
馬
壱
国
の
方
法
」
八
四
ペ
ー

ジ
に
あ
る
人
民
中
国
《
日
文
版
》
雑
誌
社

に
よ
れ
ば
五
〇
〇
～
六
〇
〇
米
と
さ
れ
、

帰
国
後
そ
の
ニ
ュ
ー
ス
ソ
ー
ス
の
神
崎
氏

を
神
田
東
方
書
店
に
訪
問
し
た
が
、
当
の

神
崎
氏
は
現
在
す
で
に
退
職
さ
れ
て
い
て

連
絡
は
取
れ
な
い
と
の
こ
と
。
い
ず
れ
に

し
て
も
現
在
の
赤
壁
か
ら
対
岸
ま
で
の
川

幅
は
二
キ
ロ
程
度
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て

は
認
め
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
に
感
じ
た
。 

 

三 

関
係
資
料
で
の
検
証 

①
三
国
志
呉
書
周
瑜
魯
肅
呂
蒙
傳
第
九
で

は 時
劉
備
爲
曹
公
所
破
、
欲
引
南
渡
江
（
中



略
）、
遇
於
赤
壁
。（
中
略
）
瑜
等
在
南
岸
。

（
中
略
）
曹
公
軍
吏
士
皆
延
頸
觀
望
、
指

言
蓋
降
。
蓋
放
諸
船
、
同
時
發
火
。
時
風

盛
猛
、
悉
延
燒
岸
上
營
落
。
頃
之
、
煙
炎

張
天
、
人
馬
燒
溺
死
者
甚
衆
、
軍
遂
敗
退
、

還
保
南
郡
。（
中
略
）
江
表
傳
曰
（
中
略
）

時
東
南
風
急
、
因
以
十
艦
最
著
前
、
中
江

舉
帆
、
蓋
舉
火
曰
諸
校
、
使
衆
兵
齊
聲
大

叫
曰:

「
降
焉
！
」
操
軍
人
皆
出
營
立
觀
。

去
北
軍
二
里
餘
、
同
時
發
火
、
火
烈
風
猛
、

往
船
如
箭
、
飛
埃
絶
爛
、
燒
盡
北
船
、
延

及
岸
邊
營
柴
。
瑜
等
率
輕
鋭
尋
繼
其
後
、

雷
鼓
大
進
、
北
軍
大
壞
、
曹
公
退
走
。 

②
三
国
演
義
第
四
九
回
で
は 

程
昱
入
告
曹
操
曰:

「
今
日
東
南
風
起
、
宜

預
隄
防
。
」
操
笑
曰:

「
冬
至
一
陽
生
、
來

復
之
時
、
安
得
無
東
南
風
？
何
足
爲
怪
？
」

軍
士
忽
報
江
東
一
隻
小
船
來
到
、
説
有
黄

蓋
密
書
。（
中
略
）
黄
蓋
在
第
三
隻
火
船

上
、
濁
披
掩
心
、
手
提
利
刃
、
旗
上
大
書

「
先
鋒
黄
蓋
」。
蓋
乗
一
天
順
風
、
望
赤
壁

進
發
。
是
時
東
風
大
作
、
波
浪
洶
湧
。
操

在
中
軍
遙
望
隔
江
、（
中
略
）
報
稱:

「
皆

挿
青
龍
牙
旗
、
内
中
有
大
旗
、
大
書
先
鋒

黄
蓋
名
字
。
」
操
笑
曰:

「
公
覆
來
降
、
此

天
助
我
也
！
」
來
船
漸
近
。
程
昱
觀
望
良

久
、
謂
操
曰:

「
來
船
必
詐
。
且
休
教
近
寨
。
」

（
中
略
）
隨
文
聘
船
出
。
聘
立
在
船
頭
、

大
叫:

「
丞
相
鈞
旨:

南
船
且
休
近
寨
、
就

江
心
抛
住
。
」
衆
軍
齊
喝:

「
快
下
了
篷
！
」

言
未
絶
、
弓
弦
響
處
、
文
聘
被
箭
射
中
左

臂
、
倒
在
船
中
。
船
上
大
亂
、
各
自
奔
囘
。 

南
船
距
操
寨
止
隔
二
里
水
面
。
黄
蓋
用
刀

一
招
、
前
船
一
齊
發
火
。
火
趁
風
威
、
風

助
火
勢
、
船
如
箭
發
、
煙
燄
障
天
。
二
十

隻
火
船
、
撞
入
水
寨
。
曹
寨
中
船
隻
一
時

盡
着
、
又
被
鐵
環
鎖
住
、
無
處
逃
避
。 

③
考
察 

三
国
志
は
陳
寿
（
二
三
三
～
二
九
七
）

の
編
集
に
か
か
る
。
三
国
演
義
の
方
は
、

最
も
重
要
な
作
者
は
明
代
の
羅
貫
中
と
さ

れ
る
が
唐
末
の
李
商
穩
（
八
一
三
～
八
五

八
）
の
詩
の
あ
と
に
も
三
国
の
事
が
伺
わ

れ
る
と
さ
れ
る
し
、
と
り
わ
け
宋
代
の
蘇

軾
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。 

注
目
す
る
べ
き
は
三
国
志
も
三
国
演
義

も
南
軍
の
突
撃
船
か
ら
曹
操
の
船
ま
で
が

二
里
と
な
っ
て
お
り
、
三
国
志
の
場
合
は

「
二
里
餘
」
三
国
演
義
の
場
合
は
「
止
隔

二
里
」
で
意
味
と
し
て
は
「
わ
ず
か
二
里

し
か
な
か
っ
た
」
感
じ
で
あ
る
。
思
う
に

一
里
を
四
〇
五
米
と
す
る
と
い
か
に
も
現

実
離
れ
す
る
の
で
少
し
で
も
短
く
し
よ
う

と
し
た
現
れ
で
は
な
い
か
。 

ど
ち
ら
の
場
合
も
川
幅
そ
の
も
の
が
二

里
で
は
な
く
て
、
両
軍
の
先
鋒
が
向
か
い

合
う
距
離
が
二
里
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。 

千
米
の
所
を
川
の
上
で
怒
鳴
れ
ば
聞
こ

え
る
か
と
い
う
の
が
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
と

な
る
。
ま
た
三
国
演
義
の
方
で
は
旗
に
黄

蓋
の
字
を
か
い
て
い
た
と
あ
り
、
こ
の
識

別
の
距
離
は
ど
の
く
ら
い
か
も
問
題
と
な

る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
短
里
説
の
は
っ
き

り
し
た
根
拠
に
は
な
ら
な
い
。 

も
う
一
つ
は
三
国
演
義
の
方
で
は
二
里
に

達
す
る
直
前
に
文
聘
が
弓
で
臂
を
打
た
れ

て
船
の
上
に
倒
れ
る
場
面
が
あ
る
。
弓
は

弩
よ
り
威
力
は
な
く
、
又
弩
の
場
合
で
も

千
米
も
飛
ば
せ
る
も
の
は
三
国
時
代
で
は

不
可
能
と
い
う
べ
く
、
少
な
く
と
も
船
の

上
で
倒
れ
て
海
に
落
ち
る
ほ
ど
の
威
力
は

な
い
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。し
か
し
、

三
国
演
義
に
書
い
て
あ
る
こ
と
が
現
実
に

赤
壁
の
戦
い
で
行
わ
れ
た
と
い
う
証
拠
は

な
く
、
短
里
の
論
拠
に
は
と
ぼ
し
い
。
ひ

か
し
い
ず
れ
の
場
合
も
、
川
辺
か
ら
幾
ば

く
か
進
み
出
て
お
互
い
が
そ
れ
と
認
識
す

る
距
離
が
二
里
で
あ
る
か
ら
、
川
幅
か
八

百
米
以
下
の
場
合
は
長
里
は
し
な
い
。 

 

四 

周
髀
算
経 

結
局
正
確
な
里
の
根
拠
は
周
髀
算
経
に
な

ら
ざ
る
を
得
な
い
。
も
っ
と
も
本
書
は
成

立
の
年
代
が
は
っ
き

り
せ
ず
、（
中
国
で
は

一
律
に
Ｂ
Ｃ
１
０
０

年
と
し
て
い
る
）
注

者
と
言
わ
れ
る
趙
君

卿
な
る
人
物
に
つ
い

て
は
っ
き
り
し
た
こ

と
が
解
ら
ず
、
魏
・

晋
の
時
代
（
二
二
〇

～
三
八
五
）
で
あ
ろ

う
と
言
わ
れ
て
い
る

こ
と
が
問
題
で
あ
る
。

し
か
し
注
目
す
る
べ

き
は
、
周
の
陽
城
か
ら
南
へ
一
万
六
千
里

行
く
と
夏
至
の
時
に
太
陽
の
影
の
長
さ
が

ゼ
ロ
に
な
り
、
同
じ
時
陽
城
で
は
八
尺
の

竿
の
陰
が
一
尺
六
寸
に
な
る
と
言
う
実
験

で
あ
る
。
谷
本
氏
は
こ
こ
で
同
じ
周
髀
算

経
の
中
に
あ
る
陽
城
か
ら
南
へ
千
里
離
れ

る
所
で
は
一
尺
五
寸
に
な
り
、
北
へ
千
里

離
れ
る
所
で
は
一
尺
七
寸
に
な
る
と
い
う

点
を
根
拠
に
七
六
米
か
ら
七
七
米
と
い
う

計
算
を
さ
れ
る
。 

小
生
は
、
地
球
の
周
囲
が
四
萬
キ
ロ
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
一
萬
六
千
里
は
何
キ
ロ

か
比
例
計
算
し
て
簡
単
に
七
九
米
と
い
う

数
値
を
得
た
。
数
学
的
に
は
谷
本
氏
の
方

式
が
正
し
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
実
際
の

測
定
に
際
し
て
の
一
寸
の
正
確
な
測
定
の

方
が
む
し
ろ
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
短
里
で
あ
る
こ

と
に
は
間
違
い
な
い
。（
夏
至
南
萬
六
千
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里
。
中
略
。

日
中
立
竿
測

影
。
中
略
。

周
髀
長
八
尺
。

夏
至
之
日
晷

（
き
＝
ひ
か

げ
）
一
尺
六

寸
。） 趙

君
卿
よ

り
後
の
学
者

が
、
地
球
が

丸
い
と
言
う

こ
と
を
考
え

な
い
で
い
ろ

い
ろ
の
計
算

を
し
、
一
里

が
四
〇
五
米

で
あ
る
と
固

執
し
て
い
た

た
め
に
、
趙
君
卿
の
計
算
は
誤
り
で
あ
る

と
長
い
こ
と
認
め
て
き
て
い
な
い
。
又
現

代
の
学
者
に
取
っ
て
は
、
周
髀
算
経
に
あ

る
勾
股
の
理
（
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
の
定
理
）
が

ピ
タ
ゴ
ラ
ス
よ
り
独
立
し
て
発
見
さ
れ
た

と
い
う
こ
と
に
関
心
が
あ
る
だ
け
で
あ
り
、

こ
れ
か
ら
計
算
さ
れ
る
地
球
の
大
き
さ
や

太
陽
ま
で
の
距
離
な
ど
お
よ
そ
実
際
の
数

値
と
は
ほ
ど
遠
い
こ
と
か
ら
、
単
に
歴
法

と
天
文
学
史
と
し
て
の
位
置
づ
け
し
か
与

え
ら
れ
て
い
な
い
。 

周
髀
算
経
の
も
つ
意
義
は
、
周
代
の
一

地
域
で
短
里
が
使
わ
れ
て
い
た
と
言
う
事

実
で
あ
る
。
も
っ
と
も
こ
れ
は
中
国
全
土

で
使
わ
れ
て
い
た
と
い
う
証
拠
に
は
な
ら

な
い
。
ま
た
趙
君
卿
が
魏
の
時
代
に
い
た

と
証
明
さ
れ
て
も
、
魏
の
時
代
に
使
わ
れ

て
い
た
と
い
う
証
拠
に
も
な
ら
な
い
。
著

者
自
身
が
周
代
の
事
だ
と
書
い
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。 

も
う
一
つ
の
問
題
点
は
帯
刀
氏
が
市
民

の
古
代
第
一
五
集
で
言
わ
れ
る
よ
う
に
、

三
国
志
の
時
代
の
す
べ
て
が
短
里
だ
け
で

は
説
明
で
き
な
い
、
む
し
ろ
長
里
が
当
て

は
ま
る
場
合
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
周
髀
算
経
が
言
う
と
こ
ろ
は
、

周
や
、
魏
の
時
代
に
短
里
を
使
っ
て
い
た

時
代
や
地
域
が
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
で
あ

り
、
中
国
全
体
に
使
わ
れ
て
い
た
論
証
に

も
、
魏
の
時
代
全
体
に
使
わ
れ
て
い
た
論

証
に
も
な
ら
な
く
て
も
、重
要
な
こ
と
は
、

短
里
が
使
わ
れ
て
い
た
場
所
や
地
域
に
お

い
て
は
一
里
の
長
さ
は
八
〇
米
弱
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

し
か
ら
ば
、
使
わ
れ
て
い
た
地
域
は
ど

こ
か
と
い
う
と
、
少
な
く
と
も
韓
伝
、
倭

人
伝
の
地
域
は
該
当
す
る
と
い
わ
ざ
る
を

え
な
い
。
魏
志
倭
人
伝
に
は
帯
方
郡
か
ら

狗
邪
韓
国
ま
で
七
千
里
、
狗
邪
韓
国
か
ら

対
馬
国
ま
で
千
余
里
、
対
馬
国
か
ら
一
大

国
ま
で
千
余
里
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は

短
里
で
し
か
あ
り
得
な
い
。
短
里
で
あ
れ

ば
一
里
を
八
〇
米
弱
で
計
算
し
て
、
帯
方

郡
か
ら
一
萬
二
千
里
の
所
に
邪
馬
壱
国
が

あ
る
こ
と
も
疑
い
よ
う
が
な
い
。
更
に
言

え
ば
、
近
畿
説
が
も
っ
と
も
重
要
な
論
拠

と
す
る
水
行
十
日
、
陸
行
一
月
は
不
弥
国

か
ら
の
旅
程
で
は
な
い
こ
と
は
後
漢
書
を

書
い
た
范
曄
が
証
明
し
て
い
る
。
范
曄
は

陳
壽
の
書
を
み
て
、
逆
に
女
王
国
か
ら
帯

方
郡
ま
で
を
一
万
二
千
里
と
し
た
。 

も
う
一
つ
重
要
な
点
は
周
髀
算
経
で
は

三
百
歩
を
も
っ
て
一
里
と
し
て
計
算
い
る

こ
と
で
あ
る
。
倭
人
伝
に
関
す
る
記
述
が

短
里
で
あ
れ
ば
、
歩
も
従
来
考
え
ら
れ
て

い
た
六
尺
で
は
な
く
二
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
程
度
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
れ
か

ら
す
れ
ば
、
卑
弥
呼
の
墓
は
径
百
歩
と
い

う
こ
と
は
、
直
径
三
十
米
未
満
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
最
近
考
古
学
者
の
間

で
箸
墓
古
墳
が
卑
弥
呼
の
墓
だ
と
い
う
説

が
強
く
な
り
つ
つ
あ
る
が
、
考
古
学
が
再

度
信
頼
を
失
わ
な
い
よ
う
祈
る
ば
か
り
で

あ
る
。 
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